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概要 
 物質中のスピン流⽣成はスピントロニクスの中⼼的な課題の⼀つである．その代表例で
あるスピンホール効果をはじめとして、強いスピン軌道結合を必要とするのが⼀般的であ
るため[1,2]、重元素を含む無機物質が研究対象の中⼼となっている。私たちは最近、スピン
軌道結合に依存しないスピン流⽣成のメカニズムを、モット転移系として活発に研究され
てきた分⼦性導体である κ-(BEDT-TTF)2X を⽤いて提案した[3]。 
 κ型分⼦性導体のモデルとして、分⼦間の電⼦遷移積分と分⼦内クーロン斥⼒を考慮し
たハバードモデルを⽤い、これを平均場近似により解析した。その結果、キャリアドープさ
れた反強磁性⾦属状態において、伝導⾯内の特定⽅向に電場を印加すると、その直交⽅向に
スピン流が⽣じることを⾒出した。これは、特徴的な分⼦配列と反強磁性秩序の結合による
特異なエネルギーバンドのスピン分裂に起因する。スピン流の伝導度テンソルは対称であ
り、反対称テンソルで記述されるスピンホール効果とは⼤きく異なる。さらに、反強磁性絶
縁体状態においてもマグノンを介した同様のスピン流⽣成現象が⽣じることを⾒出した。
本研究は中惇⽒（早⼤）、速⽔賢⽒（北⼤;現東⼤）、楠瀬博明⽒（明⼤）、柳有起⽒（東北⼤）、
求幸年⽒（東⼤）との共同研究である。 
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